
●八千代の人口　19万9,786人（+80人）　男 9万8,763人（+61人）　女 10万1,023人（+19人）　●八千代の世帯　8万9,887世帯（＋88世帯）　12月末現在。（　）内は前月比

２
月
19
日
㈬
に
防
災
無
線
で
の
試
験
放
送

全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
を
行
い
ま
す

　
地
震
や
武
力
攻
撃
な
ど
の
緊
急
時
に
、
国
か
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬

時
警
報
シ
ス
テ
ム
）
に
よ
り
送
ら
れ
て
く
る
情
報
を
確
実
に
お
知
ら
せ
す

る
た
め
、
全
国
一
斉
情
報
伝
達
試
験
と
し
て
２
月
19
日
㈬
午
前
11
時
頃
に

防
災
無
線
の
試
験
放
送
を
行
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
の
後
に
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
」
と
３
回
繰
り
返
し
「
こ
ち
ら
は
、
防
災
や
ち
よ
で
す
」
と

放
送
、
最
後
に
防
災
無
線
チ
ャ
イ
ム
が
流
れ
ま
す
。
気
象
状
況
な
ど
に
よ

り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

（
危
機
管
理
課
）

消
防
車
も
来
る
よ

「
春
の
火
災
予
防
フ
ェ
ス
タ
」

　
春
の
火
災
予
防
運
動
と
し
て
、
日
常
の
住
宅
防
火

や
住
宅
用
防
災
機
器
な
ど
に
つ
い
て
、
知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
タ
レ
ン
ト
で
山
形
弁
研

究
家
の
ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル
さ
ん
を
招
い
て
、
ト
ー

ク
シ
ョ
ー
や
住
宅
防
火
○
×
ク
イ
ズ
で
、
防
火
意
識
を
高
め
ま
す
。

　
ほ
か
、
消
防
音
楽
隊
の
演
奏
や
消
防
車
の
展
示
、
初
期
消
火
体
験
コ
ー

ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
ク
イ
ズ
に
正
解
し

た
人
や
初
期
消
火
体
験
を
し
た
人
に
、

先
着
で
景
品
も
差
し
上
げ
ま
す
。
中
止

の
場
合
も
あ
り
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
最
新
情
報
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　
▼
日
時　
２
月
22
日
㈯
午
後
１
時
〜

３
時　
▼
場
所　
フ
ル
ル
ガ
ー
デ
ン
八

千
代
噴
水
広
場　
▼
問
い
合
わ
せ　
消

防
本
部
予
防
課
（
４
５
９
）７
８
０
３

し
お
か
ぜ
ホ
ー
ル
茜
浜
の
施
設
見
学
会

　
昨
年
10
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
、
四
市
複
合

事
務
組
合
が
運
営
す
る
第
２
斎
場
「
し
お
か

ぜ
ホ
ー
ル
茜
浜
」
で
、
一
般
の
人
を
対
象
に

施
設
見
学
会
を
開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
、
入
退
場
自
由
で
す
。

　
▼
日
時　
２
月
24
日
㉁
午
前
10
時
〜
午
後

２
時　
▼
場
所　
習
志
野
市
茜
浜
３
丁
目
７

番
６
号
。
Ｊ
Ｒ
京
葉
線
新
習
志
野
駅
か
ら
約

３
㎞
。斎
場
職
員
の
施
設
案
内（
所
要
時
間
１

時
間
程
度
）
を
希
望
す
る
人
は
、
午
前
10
時
30
分
ま
で
に
１
階
第
１
式
場

ホ
ー
ル
に
集
合
し
て
く
だ
さ
い　

▼
問
い
合
わ
せ　

同
斎
場

０
４
７

（
４
０
９
）９
２
７
０ 

（
健
康
福
祉
課
）

▲ ダニエル・
カールさん

東関東道

千葉工業大
習志野市海浜霊園

茜浜運動公園

しおかぜホール茜浜

千葉船橋海浜線

新習志野

▲今も市内で弓を射る行事が残るのは、諏訪神社で2月11日に行われる「高津新田のカラスビシャ」とここだけ

高
津
比ひ

咩め

神
社
の
ハ
ツ
カ
ビ
シ
ャ

平
穏
を
願
う
謙
虚
で
素
朴
な
想
い “平穏”。時折この言葉のありがたみを、痛感することがあります。

それはまるで、日々を当たり前に暮らしている、自分への戒めでも
あるかのようにも感じます。1月20日、市指定無形民俗文化財に指定
されている、高津比咩神社のハツカビシャが行われました。天候や
作柄を祈願する農耕儀礼と言われるもので「甲乙ム（こうおつむ）」と
書かれた的に弓を射ます。文字には、甲も乙もないという意味があり、
穏やかな一年を願う先人たちの謙虚で素朴な想いが伝わってきます。

◆災害に備えて家具などを固定しましょう…２
◆民生委員・児童委員は
　あなたの身近な相談相手……………２～３
◆広報やちよ青少年版「あの国で
　こんなことができるといいな」……４～５

今号の紙面から

●インターネットホームページ　http://www.city.yachiyo.chiba.jp
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